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びわっこ大使

募集の詳細は裏面、ホームページをご確認ください。

募集期間＞

202４.４.１５ [月] ５.２４ [金] ⇀募集人数＞

滋賀県内に住む小学校５年生、６年生 名程度１０
〚主催〛
滋賀県

〚後援〛
滋賀県教育委員会
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びわっこ大使事業では、ラムサール条約に登録された

国際的にも重要な湿地である琵琶湖の自然や文化を将来

にわたって引き継ぐ担い手の育成に向けて、平成20年度

から子どもたちの環境学習に取り組んでいます。

『びわっこ大使』に選ばれた子どもたちは、現地を訪

れ地元の人から話を聞いたり、体験活動をしたりしなが

ら琵琶湖の自然や文化について学びます。また、県外派

遣や活動報告会等でその成果を広く発信し、琵琶湖の魅

力を伝えていきます。

これらの活動を通して、滋賀県の環境や社会のために

主体的に行動していくことのできる子どもたちの育成を

目指します。

Ⅰ 事前学習会（県内、全４回程度。）

Ⅱ 県外派遣（２泊３日程度。

12月頃に県外への派遣を予定。）

Ⅲ びわっこ大使世代間交流プログラム

（びわっこ大使の先輩と交流します。）

Ⅳ 活動報告会（２～３月頃を予定。）

※このほか、県内・近隣府県での会議や大会への参加・

発表がある場合があります。

（参考）令和５年度の活動内容

・事前学習会

鮒ずし漬け体験、水源の森学習、沖島訪問 等

・県外派遣（佐賀県東よか干潟）

東よか干潟ラムサールクラブとの交流学習 等

Ⅰ 全プログラム共通

参加者の自宅～各プログラム実施にあたっての集合場

所までの往復交通費

Ⅱ 県外派遣

参加者の自宅～集合場所までの往復交通費、会場まで

の交通費の半額、参加者個人の準備にかかる費用

※ プログラムによっては、この他に昼食代などがかか

る場合があります。詳細については、大使任命後の

保護者説明会にて御説明します。

① 対象

滋賀県内に在住する小学校５年生または６年生

② 募集定員

10名程度
（応募多数の場合は、書類選考の上、抽選にて決定します。）

③ 応募方法

作文を添えて、しがネット受付サービス

または郵送によりお申込みください。

■ 作文（次の３つのテーマについて、800字程度になるよう

まとめて提出してください。)

ア あなたの行っている環境に関する活動

イ あなたの知っている水辺について
（水辺の様子、生き物について、人との関わり等）

ウ あなたが今後取り組みたい環境に関する活動

締め切り：令和６年５月24日（金）17:00 必着

申し込み先：〒520-8577

滋賀県大津市京町四丁目１番１号

滋賀県琵琶湖環境部自然環境保全課 あて

令和６年６月上旬以降、電子メールにて結果をお知ら

せします。なお、提出された資料は返却しません。また、

選考結果についてのお問合せにはお答えしかねます。

プログラムには調理実習や、漁船への乗船、県外での

宿泊を伴う活動などが含まれます。重篤なアレルギーや

健康面での御不安がある場合は事前に事務局に御相談い

ただき、応募前に十分な御検討をお願いします。

個人情報は、本事業に関わること以外に使用すること

はありません。

本事業で撮影された写真・映像等の著作権および肖像

権は滋賀県に帰属し、ホームページ等の広報物に使用

できるものとします。

びわっこ大使事業の目的

活動内容 ※予定

応募規定等

費用負担について

応募の締め切り・申し込み先（事務局）

選考結果について

個人情報等の取扱いについて

✂キリトリ線

※本事業での連絡は基本的にE-mailで行います。連絡がとれるパソコンのメールアドレスを記入してください。
□上記の募集要領をよく読み、全ての事項について同意できる方のみ、応募してください。
□応募には、本用紙（応募用紙）のほか、作文の提出が必須ですので御注意ください。
本用紙（応募用紙）により申し込まれる場合は、応募用紙を添えて作文の提出をお願いします。

令和６年度「ラムサールびわっこ大使」応募用紙
ふりがな 性 別

学校名・学年 小学校 学年
氏名 男 ・ 女

住所

〒

連絡先

保護者電話番号: 続柄（ ）

※E-mail(PC):

✓
✓

注意事項


